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１．序 

アイドルファンが自分の応援する（推す）アイドルに対して抱く心理的所有感の構造および、心理

的所有感の先行要因と心理的所有感がもたらす結果については、井上・上田(2023)や上田・井上

(2023)で明らかにされている。しかし、それらは回答者の性別や年齢等のデモグラフィク要因の違

いは考慮せず、様々な回答者をひとつにまとめたデータを使ってモデルの妥当性を検証してい

た。同じアイドルファンといっても、性別や年齢、その他の要因によって心理的所有感や、心理的

所有感と他の変数との関係が異なる可能性もある。本稿では、特に上田・井上(2023)で妥当性が

示されたモデルを前提に、回答者の性別、年齢、独身既婚、個人収入によって変数間の関係や影

響度合いに違いがあるかを明らかにする。 

 

２．データ収集について 

 本稿で使われたデータは、井上・上田(2023)や上田・井上(2023)と同じものであり、その収集方

法やそれぞれの変数の詳細については、これらの研究を参照されたい。 

 

 

出典：上田・井上(2023) 

図１ 推し活・意識、心理的所有感、協調的幸福感の基本的な関係 

 

上田・井上(2023)では、550 人のデータを使って、推し活意識、心理的所有感、協調的幸福感の

３つの影響関係についてモデルを構築し、その妥当性を共分散構造分析によって分析した。その

結果、図１にあるように、推し活意識の３次元がそれぞれ心理的所有感２次元に有意な影響を及ぼ

しており、さらに心理的所有感は協調的幸福感に有意な影響を及ぼしていることが示されている。

影響関係はほとんどが正であるが、統制意識が心理的一体感に与える影響のみが負である。これ
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は、自分が推しに影響を与えている、影響を与えることができるという気持ちが強いと、自分と推しと

は一体であるという意識はむしろ低下することを意味している。影響力が強いことは自分とは別の

存在、すなわち客体として推しを意識することにつながり、それが心理的一体感を低下させることに

なったと解釈できる。 

 

３．性別の違い 

 以下では、全体で 550 名をデモグラフィク要因の違いによって二分して、先のモデルのパス係数

にどのような影響があるかを分析した結果を紹介する。まずは、性別の違いでサンプルを分けて共

分散構造分析を行ったのが図２と図３である。図では実線のパスは少なくとも 5％水準で有意であ

り、点線は有意ではないものを意味している（以下、この表記方法はすべての図で同様である）。 

 

 

図２ 男性サンプルの分析結果 

 

 
図３ 女性サンプルの分析結果 

 

この分析で使われたデータは、男性は 278 名(50.1%)であり、女性は 277 名(49.9%)である（括弧

内は全体 550 名に対するパーセンテージである。以下同様である）。ほぼ半々になっているのは

偶然ではなく、データ収集を実施した業者に男女半々になるように依頼したためである。サンプル

数が少なくなったことにより、共分散構造分析においてはそれほど複雑なモデルを仮定することは

できないが、今回我々が扱った程度のモデルでは安定した結果が得られていると考えられる。 

 図２と図３を比較すると、推し活意識から心理的所有感への影響関係は両者で違いがなく、また
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全サンプルを用いた図１とも違いはない。しかし、心理的所有感から協調的幸福感への流れにつ

いては、男性サンプルの場合には心理的一体感から協調的幸福感への影響が有意ではなく、女

性サンプルの場合には心理的所有感の２つの次元とも協調的幸福感に対して有意な影響を及ぼ

さなくなるという違いがあった。 

 この点については、もともと心理的所有感と協調的幸福感の関係があまり強くないことに加えてサ

ンプル数が減少したことが関係しているとは思うが、パス係数の値だけを見ると、もともと男性につ

いては責任感の影響が強く、女性については一体感の影響が強い傾向があるとも考えられる。男

性ファンは自分がアイドルを育てているという意識を持つほうが幸福感につながり、女性ファンはア

イドルと自分の人生を重ね合わせることに幸せを感じるという傾向があると推測できるのかもしれな

い。もちろん、現段階では女性サンプルの共分散構造分析における一体感と幸福感の関係は有

意ではないので、この傾向の推測が妥当かどうかはより多くのデータを集めることで統計的に解明

すべき課題ではある。 

なお、試みに合成変数を作って男女の違いを単純な平均値の差の検定で比べると、統制意識と

心理的責任感は少なくとも 5％水準で男性が女性より高い。このような男性の意識はおそらく（同性

の男性アイドルではなく）女性アイドルに対するものであろうが、自分が推しに影響を及ぼせるとか

自分が推しを育てなければならないという意識を男性が持ちやすいのは、性差の影響としては考

えやすいかもしれない。 

 

４．年齢の違い 

 次にアイドルファンの年齢層の違いによる影響関係の違いについて分析することにした。図４は

30 代以下のファンのデータのみを使った分析結果であり、図５は 40 代以上のファンのデータを使

った分析結果である。ここで 30 代以下の回答者数は 274 名(49.4%)、40 代以上の回答者数は 281

名(50.6%)である。 

 当初の予想では、30 代以下の若い世代は自分と年齢層の近いアイドルとの一体感を楽しみ、40

代以上の年配の世代は恵まれた財政的状況からアイドルの育成に対する責任感を楽しむ傾向が

あると予想していたが、結果はその逆となっている。すなわち、30 代以下の世代では心理的責任

感のみが協調的幸福感に有意に影響し、40 代以上の世代では心理的一体感のみが協調的幸福

感に有意に影響したのである。 

この意外な結果については、アイドルを推すということは非日常を楽しむという傾向が強いからで

あると、その理由を推測できるかもしれない。すなわち、30 代以下の世代の場合、保護者下にあっ

たり、独身者の立場であったりする者がそれ以上の世代と比べて相対的に多く、自分以外の他者

を育てる義務を負う場合がより少ないとも予想できる。そうであれば、30 代以下のファンにとっての

アイドルの推し活は、非日常的な感覚で、自分がアイドルを育てているという意識を持つことを可能

にして、さらにその意識から幸福感をより感じるという流れも納得できるものとなる。同様に、40 代以

上のファンから見れば、（実際には自分とは違う）若いアイドルと一体感を感じるほうが、非日常を楽

しむという点では幸福感につながりやすいとも考えられる。彼らの日常生活ではすでに自分が責任
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を負うべき伴侶や子どもがおり、推しまでもがそれに追加されてしまえば彼らの幸福感にはあまりつ

ながらないのかもしれない。 

また、30 代以下の場合には知識意識が心理的責任感に影響するのに対して、40 代以上の場

合には投資意識が心理的責任感に影響する。30 代よりも 40 代のほうが資金的余裕を持ちやすい

ことからすると、資金的余裕がない世代では時間と労力をかければ培える知識面が心理的責任感

を高め、資金的余裕がある世代ではその資金を費やすことが責任感を高めるという関係があること

が分かる。 

なお、合成変数を使って平均値の差の分析を行うと、今回扱っているすべての変数に関して、

少なくとも 5%水準で、40 代以上より 30 代以下のほうが高い平均値であった。最近はアイドルを推

すのは若い世代以外にも老若男女を問わず多くの世代に広がっていると言われているが、それで

も若い世代のほうが推し活意識も心理的所有感も、さらには幸福感も平均的に強く感じていること

を意味する。 

 

 
 

図４ 30 代以下の分析結果 

 
図５ 40 代以上の分析結果 

 

５．独身既婚の違い 

 上記の図４と図５の結果は、図６と図７に示された独身者と既婚者の違いでも裏付けられる。ここ

では独身者は 250 名(45.0%)、既婚者は 305 名(55.0%)である。両者を比較すると独身者では心理
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的責任感が協調的幸福感に有意に正の影響を及ぼしており、既婚者では心理的一体感が協調的

幸福感に正の影響を及ぼしている。この結果も、実生活とは違う経験を推し活で味わうことが幸福

感につながるという先の推測を裏付けるものとなっていると考えられる。 

 独身者の場合には推し投資が心理的責任感に及ぼす影響が有意でなくなる点にも注目すべき

である。この点は 30 代以下でこの影響関係が有意ではなくなる点と同様の傾向だと思われるが、

この点について何か特別な理由があるのかはやはりよく分からない。 

 なお、合成変数での平均値を比較すると、すべての変数で独身者は既婚者よりも、少なくとも

5％水準で高かった。既婚者でも熱心に推し活を行っていることが推し活を疑似恋愛だけでは語る

べきではないという主張の根拠の１つとなっているが、それでも既婚者は配偶者や子どもなどに対

する責任があり、そのことが独身者よりも全般的に低位であることの理由であると思われる。 

 

 
図６ 独身者の分析結果 

 

 
図７ 既婚者の分析結果 

 

６．年収の違い 

 推し活には金銭的な負担や精神的・肉体的な負担がある。ある程度に生活に余裕がないと推し

活を楽しむ余裕もないと考えられる。図８と図９は個人年収を 400 万円未満と 400 万円以上にサン

プルを区切って共分散構造分析を行った結果である。400 万円未満に分類されたのが 316 名

(56.9%)、400 万円以上に分類されたのが 239 名(43.1%)である。 
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 この結果は、ある意味で予想通りであった。年収が低い場合には、心理的責任感ではなく心理的

一体感が協調的幸福感に影響し、年収が高い場合にはその逆となる。責任感を果たすには、高収

入を前提としたある程度の生活の余裕が必要であり、余裕があるからこそ推しを育てるという責任を

自ら負い、その負担を楽しむということになると考えられる。 

 合成変数に対する平均値の差の分析では、統制意識、知識意識、心理的責任感に関して、年

収の高い回答者のほうがより年収の低い回答者よりも強く感じていることが示されている。これらの

違いは純粋に年収の違いの影響よりも、男性が女性よりも高収入であることが影響している可能性

も高い（個人年収が 400 万円以上なのは男性のうち 65.5％、女性のうち 20.6％）が、総じていえ

ば、男性、独身、若年層、高収入であることが推し活を強める正の影響を及ぼしていると考えられ

る。 

 

 
図８ 個人年収 400 万円未満 

 

 
図９ 個人年収 400 万円以上 

 

７．まとめに代えて 

 本稿では、アイドルの推し活意識、心理的所有感、協調的幸福感の関係を、サンプルを性別、

世代、独身既婚、年収の４つの軸で分けて、その違いを明らかにした。推し活意識が心理的所有

感に与える影響については、基本的にそれほどの違いはなく、むしろ、心理的所有感が協調的幸

福感に与える影響については違いが見られた。 
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 今回の分析結果から、推し活意識と心理的所有感との関係については、性別や世代、それぞれ

の境遇にかかわらず、かなり一貫した関係であることがうかがわれ、アイドルファンならば誰もが抱く

ものであると解釈することができるであろう。これに対して、心理的所有感のどの側面が協調的幸福

感につながるかについては、ファンのデモグラフィク要因によって必ずしも同じではないことが分か

った。他方では、女性サンプルの場合を除けば、心理的所有感の少なくともいずれかの次元が協

調的幸福感につながる関係があることが分かり、アイドルファンは、どのようなファンであったとして

も、それぞれの思いでアイドルを推して幸福感を感じているとも言えるであろう。 

 現代社会では多様性を認め合うことが必要とされている。アイドルを推すアイドルオタクは、これま

では一般の人とは違う趣味を持つ存在であるとか、極端な場合には、忌み嫌われる存在であるとし

て世の中で表舞台に出ることは少なかった。アイドルオタク側も、自分がアイドルを推していることを

できるだけ周囲に知られないように努める場合が少なくなかった。しかし、本稿のように、アイドルオ

タクに焦点を当てる研究が進められることで、一般人が特定の商品やブランドを愛好するのと同じ

ように、彼らもまたアイドルを推すことを楽しみ、そして幸福を感じているふつうの人たちであること

が広く認識されるようになるのではないかと思う。消費者行動や組織行動での概念を適用させ、ア

イドルファンの動向や心理について、今後とも真摯な分析が進められることを心より願いたい。 
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